
海のゴミ問題
世界中の海には毎年約800万トンのプ
ラスチックゴミが海に流れ込んでいます
。2050年には海に流れ込んだプラスチ
ックの量が魚の量を上回ると言われて
います。プラスチックは自然に分解され
ることはありません。海の生き物に与え
る影響は深刻で、プラスチックを餌と間
違えて食べてしまう魚もいるのです。

魚の獲りすぎ問題

まず私たちにできるのは
ゴミを減らすことから

世界の人口が増え、漁業の技術が進歩した影響
で「魚の獲りすぎ」が問題になっています。私たち
が食べる魚が減ったり、海の生態系が破壊され
たりするだけでなく、小規模漁業に関する問題点
も感消してきます。そういった問題を少しでもなく
すために、「魚を獲る量を制限」をしたり「漁業で
生活している途上国の人たちが他の仕事で収入
を得られるようにサポートする」など、途上国の人
たちの生活を守ることも考えています。

みんなで
海を守ろう

表面

中面

裏面

　　　　　ポイ捨てをしない
　　　ゴミの分別をしっかりとやる
使い捨ての箸から繰り返し使えるマイ箸へ
　ビニール袋の代わりにエコバック を
ペットボトル飲料ではなくマイボトルを

自分たちにできることはたくさんあります。

　できることから少しずつやることで、

　　海を守ることにつながります。

　少しでも海のゴミがなくなるように

自然に還る素材でグッズを制作しました。
　風に飛ばされたり、うっかり忘れてきたり、
意図せず捨てることになってしまった場合でも

自然に還ることで環境への負担を減らします。


